
２回目予測課題 2026年8月24日　（建築資格研究会）

令和８年　設計課題　ホテル

Ⅰ．設計課題
この課題は、ある地方都市の郊外の自然豊かな樹林に建つ、既存ホテル（本館）の
隣地に新設ホテルを計画するものである。新設ホテルには、地域住民が利用する
図書室を併設する。
計画に当たっては、特に、次のことが求められている。
（1）宿泊施設としての機能を有するとともに、地域住民の文化活動の拠点とする。
（2）周囲の樹林への眺望、自然採光や自然換気に配慮し、快適な室内環境が得られる
ような設計手法を、積極的に取り入れるものとする。

（3）既存ホテルと新設ホテルの明快な動線計画をするものとする。

１．敷地及び周辺条件
（1） 敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、別紙１「敷地図」のとおりである。

既存ホテルの敷地と新設ホテル計画の敷地は、地形略断面図に示す通り同様
の勾配敷地である。なお、敷地図の西側の点線箇所は、既存ホテルと新設ホテル
の間で自由に行き来できるものとする。

（2） 敷地の北側の平坦部、道路及び隣地には、高低差はない。また、歩道の
切り開きは、１箇所（６ｍまで）のみ可能である。

（3） 敷地は、都市計画区域及び準都市計画区域以外の区域内にあり、景観保全の
ため建築物に関して次の制限がある。
① 建蔽率の限度は60％、容積率の限度は200％である。
② 建築物の高さの限度は、１階ＧＬ＋12ｍとする（煙突、避雷針は含めない。）。
③ 外壁の後退距離は、前面道路の境界線から５ｍ以上とする。
④ 主要な屋根は、2/10以上の勾配屋根とする。

（4） 電気、ガス及び上下水道は、完備している。
（5） 地盤は、別紙１「地盤略断面図」のとおりである。
（6） 気候は温暖で、積雪及び水害についての特別の配慮はしなくてよい。

２．建築物
（1） 構造・階数等

構造種別は自由とし、地下１階、地上２階建てとする。２階屋根は、勾配屋根と
するが、１階の屋根は陸屋根としてもよい。この課題の階の取扱いは、敷地の
ＧＬ±０ｍの部分に直近の床の階を地上１階とし、避難階は地上１階とする。

（2） 床面積の合計
地下１階を含む床面積の合計は、1,800㎡以上、2,200以下とする。

（3） 「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に規定する
「建築物移動等円滑化基準」を満たすとともに、この建築物の利用者の多様性
に配慮した計画とすることが求められている。

（4） 要求室
下表の室は、すべて計画する。

４．留意事項
（1） 客室、図書室は、樹林への眺望に配慮し、採光を確保する。
（2） 屋内の施設利用者用の廊下は、有効幅員1.8ｍ以上を確保する。
（3） 構造計画については、次の点に留意して計画する。
① 基礎構造については、地盤条件や経済性を踏まえて適切に計画する。
② 耐力壁を設け、耐震性や経済性に配慮し、架構を計画する。

（4） 設備機器等の搬出入、更新及びメンテナンスに配慮して計画する。
（5） 給水方式は、水道直結増圧方式とし、増圧給水ポンプを設ける。

水道直結による給水量は、十分確保されているものとする。
（6） 延焼ライン（建築物の延焼のおそれのある部分）を全ての平面図に記入する。

必要に応じて、延焼ライン及び防火区画（面積区画、竪穴区画等）に要求される
所定の防火設備を適切に計画する。

（7） 地上に通ずる２以上の階段を適切に計画する。
必要に応じて、「敷地内の避難上必要な通路」を適切に計画する。

（8） 計画に際し、「建築基準法第56条第７項（天空率）」、「建築基準法施行令第５章
の３（避難上の安全の検証）」等の規定を適用する場合には、「答案用紙Ⅱ」の
裏面にその計算過程及び結果を記入する。

Ⅰ． 設 計 課 題

答案用紙Ⅰ及び答案用紙Ⅱの定められた枠内（寸法線については枠外でもよい。）に、
黒鉛筆を用いて記入する。

１．要求図面（答案用紙Ⅰに記入）
下表により、所定の図面を作成し（フリーハンドでもよい。）、必要な事項を記入する。
なお、各図面には、必要に応じて、計画上留意した事項について、簡潔な文章や矢印等
により補足して明示する。

Ⅱ． 要 求 図 書

２．面積表（答案用紙Ⅰに記入）
（1） 建築面積を記入し、その算定式も記入する。
（2） 各階の床面積及びその合計を記入する。なお、各階の床面積については、

その算定式も記入する。
この課題の床面積の算定においては、ピロティ、塔屋、バルコニー（外気に有効に開放
されているものに限る。）、屋外階段及び屋外設備は、床面積に算入しないものとする。
ただし、ピロティ等を屋内的用途に供するもの（駐車場、設備等）については、床面積に
算入するものとする。

３．計画の要点等（答案用紙Ⅱに記入）
要求図面では表せない事項について、次の（１）～（8）の要点等を具体的に記述する。
なお、（4）（6）（8）については、【補足図記入欄】にフリーハンド等により補足図を記入する。
（1） 敷地内の駐車場（車回し、車寄せ、アプローチ等）について考慮したこと
（2） バリアフリー（ユニバーサルデザイン含む）について考慮したこと
（3） ３層吹抜けの防火区画について考慮したこと（３つ記述する）
（4） 勾配屋根の架構形式について、その特徴及び特に考慮したこと

なお、【補足図記入欄】にその考え方等をイラストやシステム図等により補足する
（5） 敷地形状に配慮した基礎計画について考慮したこと
（6） 一般図書室の照明器具の平面における計画について、照明器具の種類及び照明器具

の配置及び照明器具間の距離等を【補足図記入欄】にイラストやシステム図等により説明する
（7） 省エネルギー及び二酸化炭素排出量抑制に関するアクティブ技術を３つを記述する
（8） 屋根勾配について環境負荷低減のために考慮したこと（（7）の内容を除く）

なお、【補足図記入欄】にその考え方等をイラストやシステム図等により補足する

３．その他の施設等
（1） 駐車場は、敷地の北側の平坦部に車椅子利用者用として１台分、サービス用として

１台分を設ける。施設利用者用及び管理者用は、隣地の既存ホテルの駐車場を利用
するものとする。敷地内には、車回し（直径12ｍ以上の円が入るスペース）及び車寄せ
を屋外に設け、車回しから前面道路を介することなく既存ホテルの駐車場への
アプローチができるようにする。車寄せの上部には、キャノピーを設けて雨に濡れ
ないで施設に入れるようにする。なお、大型バスの利用は考慮しないものとする。

（2） 駐輪場は、管理者用として10台分を屋外に設ける。施設利用者用及び管理者用は、
隣地の既存ホテルの駐輪場を利用するものとし、前面道路を介することなく
既存ホテルの駐輪場へのアプローチができるようにする。

（3） 屋外広場（30㎡以上）を１階に設ける。
（4） 敷地南側の地下１階の屋外部分には、屋外憩いの広場（50㎡以上、ファニチャー、

ベンチ）を設ける。屋外憩いの広場からは、既存ホテルへ直接行けるようにし、更に
新設ホテル（地下１階）へ直接入れるようにする。また、屋外憩いの広場から北側道路
への敷地内の避難上必要な通路を計画する。

図面及び縮尺

（1）地下１階 ①　各階平面図には、次のものを図示又は記入する。

平面図兼配置図 　イ．建築物の主要寸法（柱割り及び床面積の計算に必要な程度）

1/200 　ロ．室名等

　ハ．要求室の床面積

　ニ．設備シャフト（ＰＳ、ＤＳ、ＥＰＳ）の位置

（2）１階平面図 　ホ．設備計画に応じた設備スペース

兼配置図 　ヘ．耐力壁等（耐力壁　　　　　　　　　　）を記入する

1/200 　ト．断面図の切断位置

　チ．延焼のおそれのある部分の位置、防火設備、防火区画に用いる防火設備

　　　の位置及び種別は、別紙１「防火設備等の凡例」に基づいて記入する

　リ．駐車場（台数及び出入口を明示する）

（3）２階平面図 ②　地下１階平面図兼配置図は、南側の配置図を兼ねるものとし、次のものを

1/200 　　　図示又は記入する。

　イ．建築物の出入口（▲で表示）及び敷地の出入口（△で表示）

　ロ．通路、植栽等

　ハ．ドライエリア、法面、擁壁（ある場合のみ）

③　１階平面図兼配置図は、北側の配置図を兼ねるものとし、次のものを図示

　　　又は記入する。

　イ．建築物の出入口（▲で表示）及び敷地の出入口（△で表示）

　ロ．通路、植栽等

　ハ．ドライエリア、法面、擁壁（ある場合のみ）

　ニ．車回し（12ｍ以上の円）、車寄せ、車両の動線、駐車場の出入口

　ホ．地下１階の屋根、ひさし等となる部分

④　２階平面図には次のものを図示又は記入する。

　イ．１階の屋根、ひさし等となる部分

　ロ．居室の最も遠い位置から２の直通階段に至る歩行経路及び

　　　その一に至る歩行距離及び重複区間の長さ

（4）断面図 ①　断面位置は、エントランスホールの吹抜けを含む南北方向とする。

1/200 　　　勾配屋根（勾配2/10以上）は、南北に傾斜する勾配屋根とする。

　　　なお、水平方向、鉛直方向の省略は行わないものとする。

②　建築物の最高の高さ、階高、天井高、地下１階床高、１階床高、２階床高

　　　及び主要な室名を記入する。

③　基礎、地下外壁、壁、梁及びスラブの断面を図示する。

④　建築物が周囲の地面と接する位置を図示する。

特記事項

ＥＷ

室　名 床面積

・洋室（定員２人）とし、ベッドを２台設ける。

・浴室、洗面所、便所を設ける。

・奥行２ｍ以上のバルコニーを設ける。

・車椅子利用者用洋室（定員２人）とし、ベッドを２台設ける。

・浴室、洗面所、便所を設ける。

・奥行２ｍ以上のバルコニーを設ける。

・洋室（定員４人）とし、ベッドを４台設ける。

・浴室、洗面所、便所を設ける。

・奥行２ｍ以上のバルコニーを設ける。

談話コーナー ・ＥＶの近傍に計画し、自動販売機、ソファーを設ける。 適宜

リネン庫 ・客室のある階に設ける。 適宜

リネン保管庫 ・１階に設ける。 適宜

・風除室を設ける。

・地下１階、１階、２階の３層吹抜けを50㎡以上で設ける。

一般図書室 ・書架、閲覧席及びサービスカウンターを設ける。 150㎡以上

児童図書室 ・書架、閲覧席及びサービスカウンターを設ける。 50㎡以上

閉架書庫 ・蔵書数は２万冊程度とし、集密書庫を設ける。 適宜

図書保管庫 ・１階に設ける。 適宜

ラウンジ ・一般図書室の階に設ける。 50㎡以上

貸会議室 ・様々な会議等で利用する。 50㎡以上

地域ブランドショップ ・陳列棚及びレジを設ける。 100㎡以上

地域情報コーナー ・情報パネルを設ける。 50㎡以上

・約30人が利用できるテーブル、椅子を設ける。

・屋外及び施設内から直接入れるように計画する。

・厨房及び利用者用の便所（男女）を設ける。

・5人分の事務スペースを確保する。

・受付フロント、クロークを設ける。

更衣室 ・男性用、女性用として、それぞれ各１室設ける。 適宜

ゴミ室 ・１階に設ける。 適宜

電気設備室 ・受変電設備、非常用発電設備等を設置（作図しなくよい）。 50㎡以上

・水道直結増圧ポンプ、ボイラー、貯湯槽、消火ポンプ等

　を設置（作図しなくよい）。

・空調室外機、ＰＳ、ＤＳ、ＥＰＳ等を適切に設ける。

・エレベーターは、施設利用者用と管理者用とを別に設ける。

・倉庫、便所（男女及び多目的便所）、その他必要と思われる室等は、適宜計画する。

特記事項

客室Ｂ
（1室以上）

１室当たり
約35㎡

カフェ 適宜

設備機械室

客室Ａ
（10室以上）

１室当たり
約25㎡

50㎡以上

エントランスホール 適宜

客室Ｃ
（1室以上）

１室当たり
約50㎡

事務室 適宜



別紙１

敷地図 縮尺＝1/1000

（開口部）

防火設備の種別
ｍ

延焼のおそれのある

部分の距離（各階とも）

隣地境界線

又は道路中心線

延焼ライン

建築物の外壁の開口部で延焼のおそれのある部分がある場合においては、隣地境界線又は道路中心線から延焼の

おそれのある部分までの距離（ｍ）を記入し、延焼ラインを破線で図示すること

また、建築物の外壁の開口部で、延焼のおそれのある部分の開口部に要求される所定の防火設備の種別を記入すること

防火区画（面積区画、竪穴区画等）に応じて、要求される所定の防火区画の位置及び種別を記入すること

【防火区画に用いる防火区画の位置及び種別】

特定防火設備 防
建築基準法第２条第九号の

二 ロ に規定する防火設備
特

【建築物の外壁の開口部で延焼のおそれのある部分の位置（延焼ライン）と防火設備】

防火設備等の凡例

柱、壁、窓等の開口部等を明確に作図し、 特 、防 等の表示については、必要な箇所（外壁の開口部も含む。）

に全て記入すること
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